
国道４１１号の落石による通行止めについて 

 

令和４年７月１５日 

  
 

 令和４年６月１５日（水）発生の国道４１１号丹波山村保之瀬地内の落石については、こ

れまでに、現地詳細調査や斜面上に残る不安定な岩塊への対策を検討して参りました。 

当該現場は、道路面から約１５０ｍの高所かつ急勾配の斜面上の工事となるため、モノレ

ールを設置しての資材搬入や無人掘削機を利用するなど時間を要する工事となります。 

また、斜面上には約２．０ｍ程度の不安定な岩塊が多数存在し、作業中の通行の安全を確

保する事が困難であるため、引き続き、工事完了まで通行規制を継続させていただきます。 

工事全体の進捗状況につきましては、当課ホームページ上で、随時掲載して参ります。 

（https://www.pref.yamanashi.jp/dourokanri/index.html） 

一日も早い通行規制の緩和を目指して参りますので、県民並びに関係者の皆様には引き続

き、ご理解とご協力のほどよろしくお願いします。 

 

※６月２１日（火）の記者発表の際、落石の発生源を道路面から約２００ｍとしていました

が、詳細調査の結果、道路面から約１５０ｍであることが判明しましたので、訂正させて

いただきます。 

 

 ●規制状況 

・区  間：丹波山村保之瀬（樅尾根橋手前）から丹波山村親川（親川ﾊﾞｽ停手前）

までの１．７km 

・日  時：令和４年６月１５日 ９：００～ 

・内  容：全面通行止め （迂回路あり） 

    

  ●工  事 

   ・内  容：不安定な岩塊等の除去（土砂量 V=約 1,000m3）、落石防護柵の設置 

    ・期  間：令和４年７月中旬～１１月中旬（予定） 

    ※通行規制については、岩塊の除去が終わる、10 月下旬頃、片側交互

通行となる見込みです。 

※期間は、現場状況等により変更となる可能性があります。 



 

○「道の駅 たばやま」「のめこい湯」は、通常営業中
です。 

 
○通行規制期間中の東京側からのアクセスは、一般国
道 139 号・県道上野原丹波山線をご利用下さい。 

 
○営業の詳細は、丹波山村役場ホームページをご確認
ください。 

（https://www.vill.tabayama.yamanashi.jp/） 
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位置図

横断図発生直後の状況

電線類

落石防護柵
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落石発生源

堆積箇所



発生源の斜面状況（道路面から高さ約１５０ｍ地点）

落石箇所
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堆積箇所の斜面状況（道路面から高さ約１００ｍ地点）

岩塊(約１．５ｍ×２．６ｍ×５．０ｍ)

岩塊上部の堆積状況

岩塊(直径約２．０ｍ)
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モノレール設置状況（7月11日完成）

モノレール
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工法イメージ

ワイヤー

無人掘削機
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